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おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知子

ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

届
き
ま
し
た
か
？

入
学
通
知
書

　

今
春
、小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん（
平
成
26
年
４
月
２

日
～
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）お
よ
び
、中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん（
平
成
20
年
４
月

２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）の
保
護
者
に
、「
入
学
通

知
書
」を
送
付
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、

転
居
な
ど
に
よ
り
入
学
校
が
変

わ
る
方
、そ
の
他
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
８
）

新
小・中
学
校
１
年
生
対
象
の

新
入
学
準
備
金
の
ご
案
内

　
就
学
上
必
要
と
な
る
経
費
の

支
払
い
が
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
困
難
な
世
帯
の
保
護
者
に
対

し
、新
入
学
準
備
金
を
入
学
前

に
支
給
し
ま
す
。（
小
学
校
新
１

年
生
５
１
、０
６
０
円
、中
学
校

新
１
年
生
６
０
、０
０
０
円
）

申
請
に
関
す
る
案
内
お
よ
び
申

請
書
は
、入
学
通
知
書
に
同
封

し
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
世
帯



・

２
月
１
日
現
在
、市
内
に
住

所
を
有
す
る
方



・

市
立
小
学
校
ま
た
は
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方



・

市
の
就
学
援
助
制
度
の
認
定

基
準
で
準
要
保
護
の
基
準
に

該
当
す
る
方

申
込
方
法　
申
請
書
を
窓
口
ま

た
は
入
学
予
定
の
小
学
校
、

在
学
中
の
小
学
校
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
29
日（
金
）

□申・□問　
教
育
総
務
課

　
（
内
線
５
０
１
７
）

今
月
は
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
月
で
す

　

11
月・
12
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
１
月
８
日（
金
）に
振
り

込
み
ま
す
。

□問　
子
育
て
支
援
課

　
（
内
線
２
５
１
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

福 

　祉

福 

　祉

20
歳
を
迎
え
る
方
へ

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。



・

20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
か

ら
お
お
む
ね
２
週
間
以
内

に
、日
本
年
金
機
構
か
ら「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」

や「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。



・

保
険
料
の
納
付
は
、納
付
案

内
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
の
ほ
か
、口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

で
き
ま
す
。



・

学
生
の
方
や
納
付
が
困
難
な

方
は
、学
生
納
付
特
例
制
度

や
免
除・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。



・「
年
金
手
帳
」は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。



・

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

や
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
は
改
め
て

届
け
出
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

□問　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
２
２－

５
１
１
５

環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

「
古
着・布
類
」の
家
庭
内

保
管
を
お
願
い
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、現
在
、国
内

外
で
多
く
の
古
着・
布
類
が
一

時
的
に
滞
留
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
間
、各
家
庭
で
不
用

と
な
っ
た
衣
類
な
ど
は
排
出
を

控
え
、直
接
使
用
し
て
く
れ
る

方
に
譲
っ
て
古
着
と
し
て
排
出

し
な
い
な
ど
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
行
事
な
ど

が
中
止
や
延
期
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
忍
耐
強
く
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は

困
難
に
も
立
ち
向
か
い
努
力
す
る
タ
イ
プ

の
よ
う
で
す
。
負
け
ず
嫌
い
で
も
あ
り
、

ま
じ
め
で
生
活
も
堅
実
。
流
行
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
、
好
き
な
こ
と

に
黙
々
と
取
り
組
む
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

丑年生まれの
主な有名人

菅
原
道
真（
八
四
五
年
）、
伊
藤
博
文（
一
八
四
一
年
）、
美

空
ひ
ば
り（
一
九
三
七
年
）さ
と
う
宗
幸（
一
九
四
九
年
）、

山
寺
宏
一（
一
九
六
一
年
）、イ
チ
ロ
ー
・
石
井
一
久
・
新

海
誠（
一
九
七
三
年
）、
綾
瀬
は
る
か
・
上
戸
彩（
一
九
八

五
年
）、オ
コ
エ
瑠
偉（
一
九
九
七
年
）

丑年生まれ
の性格

今 年 は

丑

　年男・年女の皆さん
に、今年の抱負や将来
の夢を伺いました。

　昨年４月から女川町の会計年度職
員として、女川中学校で学校補助教員
をしています。新型コロナウイルスの
影響で学校が長期休校となり、生徒
に会えずに寂しい思いをしましたが、
６月に授業が再開し、生徒が学校に
戻った時は、とてもうれしかったです。
　高校卒業後に学校給食センターで
働いていましたが、栄養教諭の資格を
取りたくて、専門学校に入り直し、卒業
したのが震災の直前でした。今年は、
栄養教諭として教員採用試験に合格
し、本採用されるように頑張ります。

栄
養
教
諭 

本
採
用
目
指
す

佐
さ
藤
とう
　亜

あ
紀
き
さん

北上地区
昭和60年生まれ

　毎週２回、「雄心苑」デイサービスセ
ンターを利用し、歌やゲームなどを楽
しんでいます。夫の大工仕事の経理を
担当した経験から数学が得意で、脳ト
レゲームの計算が速いと、センターの
他の利用者から驚かれています。
　自宅では、できるだけ人手を煩わせ
ないように、「自分でできることは、自
分でやる」を心掛けています。震災前
には腸の手術をするなどして、大変な
思いをしたこともありました。今年も
健康には十分に留意し、次女、孫の家
族３人で楽しく暮らしたいです。

家
族
と
楽
し
い
暮
ら
し
を

小
お
野
の
寺
でら
ちよ子さん
雄勝地区

大正14年生まれ

　東松島消防署鳴瀬出張所に勤務し
ています。昨年は新型コロナウイルス
の感染防止対策として、石巻広域消防
本部などで行う各種訓練が例年より減
るなど、消防の業務にも大きな影響が
ありました。以前は関東方面まで足を
延ばしていた友人との休日旅行を、昨
年は県内にとどめるなどしました。
　今年は消防士になって６年目になり
ます。出張所内では一番の若手です
が、年々増える後輩たちに的確な指導
ができるように、日ごろの訓練や事務仕
事などに一層精進するつもりです。

後
輩
の
指
導 

頑
張
り
た
い

小
こばやし
林　大

ひろあき
朗さん

石巻地区
平成９年生まれ

　昨年の春の叙勲では、消防功労で
瑞宝単光章をいただきました。市河南
消防団長を含む計50年間も消防団活
動を続けられたのは、他の団員や地区
の皆さんから協力をいただいたおかげ
と、心から感謝しています。
　30年以上にわたり国勢調査の統計
調査員に従事し、現在は和渕町行政区
の行政委員として、老朽化した和渕神
社の再建に向け地域の皆さんに寄付
を募っています。今年は、健康第一に
生活しながら、神社を９月の秋まつりま
で完成させるのが大きな目標です。

和
渕
神
社
の
再
建
が
目
標

鈴
すず
木
き
　俊
とし
雄
お
さん

河南地区
昭和24年生まれ

　昨年７月、孫に女の子が生まれ、
ひ孫が５人になりました。ひ孫たちに
「ぴぃちゃん」と呼ばれ、泊まりに来た
ときは一緒に寝たりしています。今年
もひ孫たちの成長が楽しみです。
　自宅で十数種類の野菜を育て、近
所にも配ってお話しするのも楽しいで
すね。桃生総合センターで開催される
股旅演芸の東北大会など、毎年さま
ざまなイベントに足を運んでいました
が、昨年は新型コロナウイルスの影響
でその多くが中止され、とても残念で
した。一日も早く収束してほしいです。

ひ
孫
た
ち
の
成
長 

楽
し
み

佐
さ
々
さ
木
き
サタ子さん
桃生地区

昭和12年生まれ
　漁業が家業で、昨年は養殖ワカメの
収穫開始の３月上旬から新型コロナウ
イルス感染症の騒ぎが大きくなり、家
族や約30人のお手伝いの方が、換気
や消毒などの感染予防を徹底しまし
た。長男は高校３年で野球部員。高校
生活最後の大会は、球場には両親しか
入れず、応援を楽しみにしていた小学
６年生の長女は残念そうでした。
　今年は子どもたちが大学、中学校へ
進学します。長男は野球を続け、長女
はバドミントン部で頑張るそうです。家
族みんなで２人を応援します。

進
学
す
る
わ
が
子
を
応
援

石
いしもり
森　由

ゆ か
香さん

牡鹿地区
昭和48年生まれ

　石巻専修大学経営学部教授として、
情報処理関連の科目を教えています。
同大学に勤めて30年になりますが、
昨年は新型コロナウイルス感染症の
影響で、大学の授業もオンライン中心
となり、大変な年でした。かつて経験
のない授業形態に学生だけでなく教
員も多くの戸惑いがありました。
　今年は、大学教員として教育・研究
の質を向上するだけでなく、少子化、
東日本大震災の影響に加え、コロナ
禍の不透明な時代に、大学の発展の
ために尽力していきたいです。

大
学
発
展
の
た
め
に
尽
力

佐
さ
々
さ
木
き
万
ま
亀
き
夫
お
さん

石巻地区
昭和36年生まれ

　飯野川小学校の６年生です。昨年は
新型コロナウイルスの影響で学校が
長期休校になったり、学習発表会など
のさまざまな行事が中止されたりして、
ちょっと寂しかったです。でも、運動会
と修学旅行は行われ、小学校生活最
後の思い出になりました。
　４月から通う飯野川中学校では、卓
球の部活動と勉強の両立が目標です。
幼いころからお母さんのために家を建
て直したいと思い、将来の夢は一級建
築士になることです。その実現のため
にも、特に数学の勉強を頑張ります。

部
活
と
勉
強 
両
立
し
た
い

亀
かめ
山
やま
　史
ふみ
弥
や
さん

河北地区
平成21年生まれ
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合併 3周年記念式典で名誉市民受称のスピーチをする
和賀井氏

「
業
者
登
録
」の
お
知
ら
せ

①
令
和
３・
４
年
度
建
設
工
事

ま
た
は
測
量・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請（
本

登
録
）

※
登
録
済
み
の
方
も
、３
月
31

日（
水
）で
有
効
期
限
が
切
れ

る
た
め
、新
た
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。

②
令
和
３
年
度
物
品
購
入・
役

務
提
供
の
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請（
補
充
登
録
）

③
令
和
３
年
度
小
規
模
契
約

（
履
行
が
容
易
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
、予
定
価
格
が

50
万
円
未
満
の
小
規
模
な
修

繕
な
ど
）希
望
者
登
録
申
請

（
補
充
登
録
）

※
②・③
で
登
録
済
み
の
方
は
、

今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

２
月
１
日（
月
）

～
12
日（
金
）

　
午
後
５
時〔
必
着
〕

申
込
方
法　
郵
送（
書
留
な
ど

都
市
整
備
功
労
で
表
彰
さ
れ
た
、
あ
さ

か
ぜ
子
供
会
公
園
愛
護
会
の
関
係
者

　

長
い
間
、市
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
自
治
功
労
な
ど
11
部
門

93
人・
11
団
体
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
（
受
賞
者
）※
敬
称
略

【
自
治
功
労
】

遠
藤　
和
祥（
現 

市
農
業
委
員

会
委
員
）

川
田　
正
愽（
現 

広
渕
町
下
自

治
会 

会
長
）

奥
田　

敏
彦（
元 

市
行
政
委

員
）

鶴
岡　

毅
一（
現 

市
行
政
委

員
）

城
間　
洋（
現 

市
行
政
委
員
）

阿
部　
収（
現 

大
宮
町
町
内
会 

幹
事
）

佐
々
木　
洋
子（
現 

祝
田
二
区

行
政
区 

幹
事
）

水
間　
敏
朗（
元 

井
内
東
部
町

内
会 

副
会
長
）

木
村　
忠
勝（
現 

谷
地
町
内
会 

文
化
部
副
部
長
）

村
松　
秀
彰（
現 

中
埣
一
町
内

会 

青
少
年
推
進
員
）

松
川　
武
司（
現 

駅
前
親
交
会 

副
会
長
）

佐
々
木　
康
晶（
現 

田
道
町
一

丁
目
町
内
会 

事
務
長
）

賀　
葊
二（
元 

駅
前
北
通
り

親
和
会 

監
事
）

鈴
木　
敏
子（
現 

大
手
町
町
内

会 
女
性
部
長
）

平　
靖
浩（
現 

下
大
街
道
第
二

町
内
会 
総
務
部
長
）

永
野　
幸
夫（
現 
日
和
三
丁
目

町
内
会 

副
会
長
）

宮
内　
令
二（
元 

下
釜
第
一
町

内
会 

会
計
）

青
木　
正
光（
元 

下
釜
第
一
町

内
会 

総
務
部
長
）

岩
渕　
伸
之（
現 

大
橋
町
内
会 

副
会
長
）

加
藤　
武
志（
現 

開
北
町
内
会 

衛
生
部
長
）

髙
坂　
孝
子（
現 

第
一
吉
野
会 

婦
人
部
長
）

【
納
税
功
労
】

西
條　
利
雄（
現 

納
税
組
合
長
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

西
村　
秀
一（
現 

学
校
歯
科
医
）

本
郷　
聡
一
郎（
現 

学
校
歯
科

医
）

力
丸　
靖（
現 

学
校
歯
科
医
）

鈴
木　
章
則（
現 

学
校
歯
科
医
）

片
倉　
恒
徳（
現 

学
校
医
）

阿
部　
た
き
子（
現 

市
保
健
推

進
員
）

【
産
業
功
労
】

石
巻
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

【
統
計
功
労
】

髙
橋　
壽
也（
現 

市
統
計
調
査

員
）

八
巻　
滿
喜
子（
現 

市
統
計
調

査
員
）

阿
部　
仲
子（
現 

市
統
計
調
査

員
）

三
浦　
ゆ
か
り（
現 

市
統
計
調

査
員
）

【
教
育
功
労
】

村
田　
雄
亮（
元 

日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
宮
城
県
連
盟
石
巻

地
区
協
議
会 

石
巻
第
６
団

団
委
員
長
）

大
沼　
知
光（
現 

日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
宮
城
県
連
盟
石
巻

地
区
協
議
会 

石
巻
第
６
団

副
団
委
員
長
）

阿
部　
好
勝（
現 

万
石
浦
小
学

校 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

講
師
）

鈴
木　
瑞
子（
現 

書
架
整
理
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）

【
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

四
倉　
俊
一（
現 

市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
）

三
浦　
な
を
子（
現 

市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
）

【
都
市
整
備
功
労
】

あ
さ
か
ぜ
子
供
会
公
園
愛
護
会

【
社
会
福
祉
功
労
】

読
み
聞
か
せ「
は
な
ま
る
さ
ん
」

読
み
聞
か
せ「
お
か
あ
さ
ん
」

あ
じ
わ
い
会

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
話
び
っ
く
り
箱
」

チ
ッ
プ
と
デ
ィ
ル

ピ
ー
チ
ダ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ

渡
波
手
話
勉
強
会

二
俣
舞
踊
愛
好
会

河
北
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
会

雫
石　
重
美（
現 

河
南
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク「
吾
子
の
会
」会
長
）

秋
月　

幸
子（
現 

民
生
委
員・

児
童
委
員
）

田
中　

憲
夫（
現 

民
生
委
員・

児
童
委
員
）

阿
部　
邦
英（
現 

保
護
司
）

神
室　
清
孝（
現 

保
護
司
）

酒
井　
恒
雄（
現 

保
護
司
）

【
治
安
功
労
】

阿
部　

良
彦（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

百
　々

正
昭（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

津
田　
や
す
子（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

阿
部　
善
太
郎（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

鹿
野
又　

修（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

志
済　

兼
喜（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

武
山　

将
司（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

髙
橋　

武
允（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

山
内　

勲（
現 

市
消
防
団 

部

長
）

池
田　

裕
介（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

佐
々
木　
貴
史（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

髙
橋　

久
也（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

門
間　

義
典（
現 

市
消
防
団 

分
団
長
）

佐
々
木　
勝
則（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

櫻
井　

友
浩（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

笹
原　

善
智（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

阿
部　

良
光（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

齋
藤　

強（
現 

市
消
防
団 

部

長
）

佐
藤　

政
義（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

七
宮　

薫（
現 

市
消
防
団 

部

長
）

本
田　

浩（
現 
市
消
防
団 

部

長
）

黒
沼　

重
之（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

成
澤　

章
浩（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

佐
藤　

征
幸（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

高
橋　

満（
現 

市
消
防
団 

部

長
）

高
橋　

寿
夫（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

大
森　

崇
幸（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

武
山　

清（
現 

市
消
防
団 

副

分
団
長
）

佐
々
木　
正
典（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

佐
藤　

栄
人（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

遠
藤　

和
浩（
現 

市
消
防
団 

部
長
）

佐
藤　

博（
現 

市
消
防
団 

部

長
）

村
上　

恒（
現 

市
消
防
団 

副

分
団
長
）

阿
部　

正
人（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

阿
部　

豊（
現 

市
消
防
団 

副

分
団
長
）

石
森　

貴
俊（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

米
倉　

和
久（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

渡
邉　

佳
友（
現 

市
消
防
団 

副
分
団
長
）

阿
部　

吏（
現 

市
消
防
団 

副

分
団
長
）

安
藤　

雄（
現 

市
消
防
団 

副

分
団
長
）

奥
津　
明（
現 

地
区
交
通
安
全

協
会 

理
事
）

木
村　
裕
一（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会 

石
巻
支
部
北
分
会 

実
働
隊
員
）

今
野　
民
義（
現 

市
防
犯
協
会

連
合
会 

石
巻
支
部
蛇
田
分

会 

実
働
隊
員 

地
区
班
長
）

阿
久
澤　

義
也（
現 

市
交
通

安
全
指
導
隊 

石
巻
分
隊 

班

長
）

阿
部　
正
展（
現 

市
交
通
安
全

指
導
隊 

桃
生
分
隊 

班
長
）

大
森　
雅
倫（
現 

市
交
通
安
全

指
導
隊 

桃
生
分
隊 

班
長
）

【
篤
行
】

阿
部　
佐
都
子（
現 

清
掃
奉
仕

活
動
者
）

阿
部　
直
治
郎（
現 
清
掃
奉
仕

活
動
者
）

及
川　
誠（
現 

北
鰐
山
墓
地
管

理
人
）

□問　
秘
書
広
報
課

　
（
内
線
４
０
１
４
）

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
て

～
令
和
２
年
度
石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
式
～

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

到
着
日
時
が
確
認
で
き
る
方

法
）

※
各
申
請
要
領
な
ど
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所
４
階
閲

覧
室
ま
た
は
各
総
合
支
所
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
申
請
書
類
な
ど
の
配
達
確

認
は
、送
付
を
依
頼
し
た
会

社
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）管
財
課

　
☎
２
３－

６
６
１
１

東
日
本
大
震
災
被
災
者
住
宅

再
建
事
業
補
助
金
の
相
談

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
） 

を
し
た
、ま
た
は
、予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、申
請
期
限
が
近
づ
い

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
２
月
15
日（
月
） 

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
１
）

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
未
申
請
世
帯
は
申
請
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
期
限　
４
月
12
日（
月
）

支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
３
）

消
防
団
出
初
式
を
実
施

　

年
頭
に
あ
た
り
、消
防
関
係

者
の
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と

も
に
、市
民
の
防
火
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
出
初
式
を
実
施

し
ま
す
。

と
き　
１
月
10
日（
日
）

　
午
前
９
時

と
こ
ろ　
桃
生
総
合
支
所
駐
車

場
□問  　
防
災
推
進
課

　
（
内
線
４
１
７
９
）

　本市の名誉市民である和
わ が い

賀井
敏
とし

夫
お

氏が令和２年11月30日に
逝去されました。96歳でした。
　石巻市出身の故人は、昭和25
年に、世界に先駆けて超音波画
像診断法の開発に着手し、戦後
の厳しい環境の中で数々の苦難
を重ね、人体に害を与えること

なく断層像を描写できる超音波診断法を実用化され
ました。
　日本医学会のみならず、超音波医学の世界的権威
として国内外で中心的役割を果たされ、平成20年４月
20日、和賀井氏は合併後初の名誉市民となりました。
　心よりご冥福をお祈りいたします。

□問　秘書広報課（内線4013）

名誉市民　和賀井  敏夫氏 逝去

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
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空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）
測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、
市立高等学校� （敷地） 0.06～0.10 11/10～11/26

市立保育所、私立幼稚園、
私立保育園� （敷地） 0.04～0.08 11/2～11/26

公共施設等
（ホットスポット調査） 0.06～0.09 11/2～11/26

牡鹿地区集落 0.05～0.13 11/10～11/24

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
佳

　
　作

令和元年度石巻市学校防災推進会議

1
月
８
日（
金
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

㍃
シ
ー
ベ

ル
ト

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
放
射
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
測
定
地
点

の
全
て
で
、
健
康
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
数
値
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

11
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問�　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
９
）

応
職員
縁
全国からの全国からの

  ◎確定申告が必要な方
　国税庁ホームページ内の確定申告書作成コーナーからパソコンやス
マートフォンで簡単に作成でき、e-Taxや郵送で提出することで、確定
申告を行うことができます。申告方法などは、税務署または国税庁のホー
ムページをご確認ください。
　※確定申告をしている場合、市民税�・�県民税申告は必要ありません。
�・�確定申告書作成コーナー
　https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl　
□問� 　石巻税務署　☎22-4151

  ◎市民税 ・ 県民税申告が必要な方
　市民税�・�県民税の申告が必要な方は、郵送での申告に
ご協力ください。申告書は市ホームページから取得する
ことができます。
　なお、確定申告が不要な方でも、市民税・県民税申告が
必要な場合がありますので、併せて確認してください。
（例）　課税所得のない方で、国民健康保険税などの住民サービスを受

ける方
（例）　給与支払報告書の提出のある給与所得以外に20万円以下の所

得がある方
□申� �・�□問� 　〒986-8501　（住所不要）市民税課（内線3094～ 3098）

  ◎申告会場にご来場いただく方へのお願いと対策
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各申告会場では以下の対
策を行います。ご理解とご協力をお願いします。

①非接触体温計による検温の実施
➡�検温結果が37.5℃以上の方は、受け付けできません。

②消毒とマスク着用の確認
➡�受付時に手指消毒とマスク着用をお願いします。

③定期的に会場の換気を実施
④密集�・�密接回避のための待合所座席数の削減
➡�待合席の間隔をとるため（１ｍ程度）、混雑状況により、車両での待
機などをお願いする場合があります。受付の順番に、電話で呼び出
しします。

⑤対面仕切板、側面パーティションの設置
⑥接触面のアルコール消毒の徹底
⑦その他
➡�申告会場で新型コロナウイルス感染者が発生した場合は、会場を閉
鎖し、他の総合支所または税務署での申告をお願いする場合があり
ます。

➡�せき・くしゃみなど「かぜ」と思われる症状がある方や、体調が優れ
ない方は申告会場への来場をお控えください。

令和3年度市民税・県民税の申告相談のお知らせ
　例年、２月中旬から３月中旬までに実施している市民税・県民税申告相談は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、以下の点にご協力をお願いし
ます。
　なお、日程などは市報２月号でお知らせします。

家
賃
の
特
例
措
置
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

□申�・□問��　
住
宅
課

　
（
内
線
５
７
５
９
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
令
和

３
年
度
分
の
固
定
資
産
税・

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、令
和
２
年
２

月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連

続
す
る
３
カ
月
間
の
売
上
高

が
、前
年
の
同
時
期
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小

事
業
者
な
ど
は
、令
和
３
年
度

課
税
の
１
年
分
の
み
、償
却
資

産
お
よ
び
事
業
用
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画

税
の
課
税
標
準
を
２
分
の
１
ま

た
は
０
に
軽
減
し
ま
す
。

　
軽
減
申
告
書
は
償
却
資
産
申

告
書
と
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
告
期
間　

１
月
４
日（
月
）

～
２
月
１
日（
月
）

※
生
産
性
向
上
に
向
け
た
中
小

企
業
者・
小
規
模
事
業
者
の

新
規
投
資
を
促
進
す
る
た

め
、固
定
資
産
税
の
特
例
の

拡
充・
延
長
の
申
告
も
同
時

に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
告（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）で

も
申
告
で
き
ま
す
。

□申�・□問���　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
の

申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

開
設
期
間　

２
月
１
日（
月
）

～
３
月
15
日（
月
）

※
土
日
、祝
日
を
除
く

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
石
巻
税
務
署
３
階

※
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩

和
の
た
め
、会
場
へ
の
入
場

に
は「
入
場
整
理
券
」が
必
要

で
す
。「
入
場
整
理
券
」は
各

会
場
で
の
当
日
配
布
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問�　
石
巻
税
務
署

　
☎
２
２−

４
１
５
１

再
建
未
完
了
世
帯
向
け

復
興
公
営
住
宅
入
居
制

度
が
終
了
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、

再
建
が
完
了
し
て
い
な
い
方
を

対
象
と
し
た
復
興
公
営
住
宅
へ

入
居
で
き
る
制
度
を
終
了
し
ま

す
。こ
の
制
度
で
入
居
し
た
い

方
は
、優
先
的
に
入
居
で
き
、家

賃
の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
２
月
15
日（
月
）

※
期
限
以
降
の
復
興
公
営
住
宅

へ
の
入
居
は
引
き
続
き
定
期

募
集
な
ど
で
行
い
ま
す
が
、

青葉中学校３年 武
たけやま

山　大
ひろのり

範

備えよう
　　もの、場所、道と心の準備

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

何
度
も
行
き
た
い
街
に

　

平
成
28
年
４
月
に
派
遣
さ

れ
、主
に
学
校
な
ど
の
教
育
委

員
会
部
局
所
管
施
設
の
改
修
、

新
築
工
事
な
ど
の
設
計
委
託
、

工
事
管
理
委
託
業
務
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、今
春

オ
ー
プ
ン
す
る
複
合
文
化
施
設

の
建
築
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
前
職
の
民
間
建
設
会
社
で
仙

台
支
店
に
勤
務
し
、石
狩
市
役

所
で
は
東
日
本
大
震
災
後
に
名

取
市
で
１
カ
月
間
支
援
業
務
を

経
験
し
ま
し
た
。宮
城
県
に
多

少
の
土
地
勘
が
あ
っ
た
の
で
、

平
成
28
年
の
定
年
退
職
後
、再

任
用
職
員
の
被
災
地
支
援
業
務

で
石
巻
市
勤
務
に
応
募
し
ま
し

た
。担
当
し
て
い
る
建
築
工
事

で
は
、設
計
図
通
り
に
い
か
な

い
こ
と
も
多
々
あ
り
、工
事
間

調
整
や
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
、意
見
を
引
き
出
す
努
力
な

ど
、よ
り
良
い
建
物
を
作
る
た

め
日
々
、悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま

す
。

　
風
は
強
い
が
、夏
は
涼
し
く
、

冬
は
積
雪
が
少
な
い
石
巻
は
、

北
海
道
と
比
べ
て
と
て
も
生
活

し
や
す
い
で
す
。食
べ
物
が
お

い
し
く
、風
景
も
き
れ
い
な
石

巻
が
、今
後
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
、

楽
し
く
て
何
度
も
行
き
た
く
な

る
街
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で

す
。

建築課

亀
かめ
鶴
つる
　寛
ひろし

さん（65）
北海道石狩市から派遣
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長年の人権活動に栄誉
佐々木さんが法務大臣表彰受賞

　長年にわたって本市の人権擁護委員として人権活動に尽力している
佐々木慶一郎さんが、法務大臣表彰を受賞しました。佐々木さんは、平成
22年から現在まで、人権相談や学校での人権教室など積極的に活動。そ
の功績が認められ、今回の受賞となりました。
■問　総務課（内線4040）

皆さまのご意見を募集します（パブリックコメント）

標語コンテスト優秀作品12点を表彰

子どもの権利への思いと
願いを込めて

内　　容 行財政改革推進プラン2025（案） 石巻市空家等対策計画（案）  石巻市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画（案）

閲覧場所 行政経営課、各総合支所、各支所、情報公開コー
ナー、ホームページ

住宅課、各総合支所、各支所、情報公開コーナー、
ホームページ

介護保険課、各総合支所、各支所、情報公開コーナー、
ホームページ

対　　象 ・市内に在住、在勤、在学中の方　　・市内の事業所および団体　　・市に納税義務を有する方　　・本件に関して利害関係を有する方

提出方法 住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を記入の上、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールまたは窓口へ持参してください。
※ホームページに意見提出の参考様式を掲載します。

募集期間 １月18日（月）～２月17日（水） １月12日（火）～ 29日（金） １月15日（金）まで
〒 986-8501（住所不要）
　 行政経営課（内線 5213）、FAX 22-4995
　  islgmng@city.ishinomaki.lg.jp

〒 986-8501（住所不要）
　 住宅課（内線 5556）、FAX 24-6858
　  ishoadmin@city.ishinomaki.lg.jp

〒 986-8501（住所不要）
　 介護保険課（内線 2432）、FAX 92-5791
　  iscareins@city.ishinomaki.lg.jp

■申 ・■問

　令和２年度子どもの権利に関する標語コンテスト
の表彰式が11月28日、ささえあいセンターで行われ、
小 ・ 中学生12人を表彰しました。亀山市長は「作品に
込められた子どもの権利への思いを尊重しながら、子
どもの権利擁護を推進します」と挨拶し、賞状を手渡し
ました。
　標語の募集には、小 ・ 中学校から870点の応募があ
り、最優秀作品は、子どもの権利啓発のために作成した
クリアファイルに掲載され、入賞を含む最終審査まで
残った標語50点はささえあいセンター２階ロビーに
展示されました。
■問　子育て支援課（内線2553）

賞 標　　　　　　語 氏　名 学校名 学年

小
学
生
の
部

最優秀 まっすぐに届いていますか？私達の心の声 黒沼直史朗（くろぬまなおじろう） 石巻小学校 6

優　秀

ぼくたちは大人の人形じゃないんだよ 木村　鉄馬（きむらてつま） 前谷地小学校 6
痛いつらい子どものサイン見のがすな 三浦　悠暉（みうらはるき） 桃生小学校 6
大事にしようぼくの権利みんなの権利 新田　惇（にったじゅん） 飯野川小学校 6
安心して生きるこれが子供の大切な権利 阿部明香里（あべあかり） 蛇田小学校 6

らいつ 子供でもこの世界に生きる１人の人間 飯塚　未姫（いいづかみき） 中津山第一小学校 6

中
学
生
の
部

最優秀 後回しせず今聞いて僕の声私の声 安住　麻那（あずみまな） 住吉中学校 1

優　秀

大切にしよう自分の個性認めようみんなの個性 遠藤　咲希（えんどうさき） 青葉中学校 1
社会で守ろう子どもの権利尊重しよう子どもの意見 伊勢　真琴（いせまこと） 河南西中学校 3
聞いてほしい勇気を出した子どもの声 高橋　美鈴（たかはしみすず） 青葉中学校 3
決めないで私がこれから歩む道 佐藤　結衣（さとうゆい） 山下中学校 3

らいつ 子供にも話しにくい事がある気づいてあげようその悩み 高橋　音和（たかはしねお） 青葉中学校 2

人
権
擁
護
委
員
の
佐
々
木
さ
ん（
左
）が

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
！

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
、郵
送
に
よ

る
申
告
や
電
子
申
告（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

□申・□問  　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

【
復
興
特
区
法
に
よ
る
固
定
資

産
税
な
ど
の
課
税
免
除
】

　
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
に
よ
り
特
例
の
適
用
と
な

る
事
業（
業
種
）に
該
当
す
る
場

合
は
、固
定
資
産
税
な
ど
が
課

税
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象

 

・ 

石
巻
ま
ち
な
か
再
生
特
区

 

・ 

愛
ラ
ン
ド
特
区

 

・ 

民
間
投
資
促
進
特
区（
も
の

づ
く
り
産
業
版・
Ｉ
Ｔ
産
業

版・農
業
版
）

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
２
月
１
日（
月
）

□申・□問  　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
９
）

【
住
宅
を
新
築・増
築
し
た
方
は

住
宅
用
地
の
申
告
を
】

　

１
月
１
日
現
在
、居
住
用
に

使
用
し
て
い
る
土
地（
住
宅
用

地
）は
、固
定
資
産
税
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

対
象

 

・ 

令
和
２
年
中
に
住
宅
を
新

築・増
築
し
た
方

 

・ 

住
宅
を
建
て
替
え
し
た
方

（
建
替
特
例
用
）

 

・ 

建
物
の
用
途
を
住
宅
に
変
更

し
た
方

※
家
屋
の
新・
増
築
調
査
済
み

の
方
は
、申
告
不
要
で
す
。

申
告
内
容　
住
宅
の
所
在・
所

有
者
の
住
所・氏
名
な
ど

申
告
期
限　
１
月
31
日（
日
）

□申・□問  　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
２
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ
】

　
令
和
２
年
中
に
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
方

は「
家
屋
滅
失
届
」と「
解
体
証

明
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
い
場
合
、令
和
３
年

度
の
固
定
資
産
税
な
ど
が
課
税

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
法
務
局
へ
の
登
記
が
あ
る
建

物
で
、滅
失
登
記
を
し
て
い
る

場
合
は
提
出
不
要
で
す
。

□問  　
資
産
税
課

　
（
内
線
３
１
１
７
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

震
災
移
転
再
建
時
に
水
道

加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象　
給
水
区
域
内（
石
巻
市・

東
松
島
市
内
）に
お
い
て
、震

災
に
よ
り
住
居
な
ど
が
被
災

し
た
方
で
、移
転
再
建
す
る

際
に
、新
た
な
給
水
装
置
を

設
置
す
る
と
同
時
に
被
災
し

た
場
所
の
給
水
装
置
の
廃
止

手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、す
で
に
加
入
手
続
き
済

み
の
物
件
を
ご
購
入
の
場
合

は
、免
除
の
対
象
外
で
す
。

申
請
期
限　
３
月
31
日（
水
）

□申・
□問　

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
給
水
課

　
☎
９
５－

６
７
０
７

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約 

・

申
し
込
み
は
３
月
ま
で
で
す

　

最
大
５
、０
０
０
円
分
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」は
、３
月
31
日

（
水
）ま
で
の
チ
ャ
ー
ジ・
お
買

い
物
が
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象

で
す
。マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予

約・
申
し
込
み
に
は
事
前
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
が

必
要
で
す
の
で
、早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□問   　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総
合
推
進
室

　
（
内
線
４
２
５
５
）

募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

中
小
企
業
災
害
等
資
金
利
子

補
給
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
は
じ
め
、令
和
元
年
東
日

本
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
直
接
的
被
害
や
大
型
倒
産
等

事
業
者
に
債
権
が
あ
り
経
営
に

支
障
が
あ
る
な
ど
の
間
接
的
被

害
を
受
け
た
市
内
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
方
へ
利
子
補
給

を
実
施
し
ま
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
融
資
資
金

に
対
す
る
利
子
の
う
ち
、利
子

補
給
対
象
額
を
翌
年
の
２
月
下

旬
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
本
社
ま
た
は
事

業
所
が
あ
り
、１
年
以
上
継

続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
る

中
小
企
業
者
。個
人
事
業
主

は
市
内
に
住
所
お
よ
び
事
業

所
を
有
し
て
い
る
方
で
、国

や
県
な
ど
他
機
関
か
ら
の
利

子
補
給
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
。

助
成
金
額　
事
業
者
が
負
担
し

た
利
子
相
当
額
の
う
ち
、次

の
内
容
と
な
り
ま
す
。

〇
利
子
補
給
率　
年
利
１
％
以

内
〇
対
象
融
資
限
度
額　
１
事
業

者
当
た
り
２
、０
０
０
万
円

ま
で

〇
利
子
補
給
上
限
額　
１
事
業

者
当
た
り
50
万
円
ま
で

利
子
補
給
期
間　
対
象
融
資
借

入
実
行
日
か
ら
３
年
間

対象融資
融資機関 対象融資

宮城県
中小企業安定資金 災害復旧対策資金、セーフティネット１号・４号資金

日本政策金融公庫 災害復旧貸付、セーフティネット１号・４号資金、コロナウイルス感染
症特別貸付、小規模事業者経営改善資金コロナウイルス関連特枠

商工組合中央金庫 災害復旧資金、セーフティネット１号・４号資金

申
請
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
窓
口
で
申
請
書
を
取
得

し
、窓
口
ま
た
は
郵
送
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
１
月
４
日（
月
）～

２
月
１
日（
月
）

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
、郵
送
で
の
申
請
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

□申・□問　
〒
９
８
６－

８
５
０
１

　
（
住
所
不
要
）

　
商
工
課（
内
線
３
５
２
３
）

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

【
償
却
資
産
申
告
の
お
願
い
】

　

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在

で
、償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、申
告
が
必
要
で
す
。

と
き　
１
月
４
日（
月
）～
２
月

１
日（
月
）

※
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
方

や
昨
年
中
に
事
業
を
始
め
た

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
の
後
半
は
大
変
込

み
合
い
ま
す
の
で
、早
め
に

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。


